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天
然
資
源
の
消
費
を
少
な
く
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り
低
減
す
る
「
循
環
型
社
会
」
の
実
現
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
政
府
は
５
月
に
循
環
型
社
会
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
計
画
「
第
三
次
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計

画
」
を
策
定
。
そ
の
中
で
「
リ
デ
ュ
ー
ス

ゴ
ミ
を
減
ら
す

」
「
リ
ユ
ー
ス

再
利
用
す
る

」
「
リ
サ
イ
ク
ル

再
生
利
用
す
る

」
と
い
っ
た
３
Ｒ
の
取
り
組
み
が
、
お
お
む
ね
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

今
後
は
量
だ
け
で
は
な
く
質
の
面
も
強
化
が
必
要
な
ほ
か
、
国
際
的
な
関
係
強
化
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

量から質に軸足　
リデュース リユース リサイクル

循
環
型
社
会
実
現
へ
資
源
消
費
抑
制

容
器
包
装
を
削
減
・
軽
量
化
使
用
済
み
金
属
効
率
回
収

リサイクル国際貢献アジアにノウハウ・技術提供

企
業
の
活
動
事
例
　
　
　
　
　

帝人フロンティアポ
リ
エ
ス
テ
ル
再
生
技
術
活
用
学
童
体
操
服
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　帝人フロンティアは回収したポリエステル
製品を分解・精製し、高純度な原料に再生す
るケミカルリサイクル技術を確立している。

年から国内外アパレルメーカーなど（現
在 社）と共同で循環型リサイクルシステ
ム「エコサークル」を構築する。
　同社は同システムをベースに、環境プロデ
ューサーの岡部達平氏 旭化成せんいと 体操
服！ いってらっしゃい おかえりなさいプロ
ジェクト ティオプロ を発足 ポ
リエステルを含む学校の体操服をリサイクル

することでゴ
ミの減量に貢
献する。生徒
の環境意識向
上の効果が評
価され、京都
市の連携協力
を得た。現在
では京都市内
の小中学校
校が参加。今
後は他の自治
体への導入が
予想される。

クラボウ 端切れ活用デニム
染
色
に
な
い
独
自
濃
淡
・
風
合
い

　クラボウは人と地球の健やかな環境を考える ヒュ
ーマン フレンドリー発想 を基本に 多様な新技術、
新製品の開発を進める 中でも ＥＡＲＴＨＤＥＮＩＭ
アースデニム 写真 は紡績や染色 織布 縫製など
の工程で発生するロス素材を有効活用したエコロジー
素材。回収素材と未利用繊維を混ぜ合わせ再び紡績、
染色し製品化する 再利用素材の既存色が 染色では出
ない濃淡や風合いを出すのが特徴。環境を重視する国

内外のブランドで採用
が進む。二酸化炭素削
減効果はデニム１本当
たりクローバー約
本が１年間呼吸する量
に相当するという。

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ７月３０日 火曜日 　　

　
政
府
の
第
三
次
循
環
型
社

会
形
成
推
進
基
本
計
画
で

は
、
３
Ｒ
の
進
展
や
個
別
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
整
備
に
よ

り
、
少
な
い
資
源
で
高
い
価

値
を
生
み
出
し
て
き
て
い
る

と
評
価
す
る
。

　
資
源
全
体
の
投
入
量
の
う

ち
、
リ
ユ
ー
ス
や
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
た
物
の
割
合
を
示
す

「
循
環
利
用
率
」
は
２
０
１

０
年
度
に

・
３
％
、
廃
棄

物
の
埋
め
立
て
量
で
あ
る

「
最
終
処
分
量
」
は
１
９
０

０
万

。
い
ず
れ
も

年
度

の
目
標
で
あ
る
循
環
利
用
率

―

％
、
最
終
処
分
量
約

２
３
０
０
万

を
前
倒
し
で

達
成
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
新
し
い
目
標

と
し
て
、

年
度
の
循
環
利

用
率
を

％
、
最
終
処
分
量

を
１
７
０
０
万

に
設
定
。

ま
た
、

年
度
で
１

当
た

り

万
円
の
資
源
生
産
性

Ｇ
Ｄ
Ｐ
／
天
然
資
源
等
投

入
量

を

年
度
に

万
円

と
す
る
目
標
を
掲
げ
た
。

　
各
個
別
の
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
取
り
組
み
状
況
を
み
る

と
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

お
け
る
家
電
４
品
目
の
再
商

品
化
率
や
、
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
お
け
る
自
動
車
破

壊
残
さ
の
再
資
源
化
率
は
既

に
法
定
目
標
を
達
成
。
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ

く
分
別
収
集
を
実
施
す
る
市

町
村
も
増
え
、
人
口
カ
バ
ー

率
で
は

％
に
ま
で
高
ま
っ

て
い
る
。

　
政
府
は
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
今
後
は
リ
サ
イ
ク

ル
よ
り
資
源
の
消
費
を
抑
制

す
る
意
味
で
優
先
順
位
の
高

い
２
Ｒ

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ

ユ
ー
ス

の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
。
容
器
包
装
の
削
減

・
軽
量
化
や
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル

容
器
の
利
用
な
ど
を
実
施
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
事
業
者
が

社
会
的
に
評
価
さ
れ
る
仕
組

み
も
作
っ
て
い
く
。

　
使
用
済
み
製
品
に
含
ま
れ

る
有
用
金
属
の
回
収
を
強
化

す
る
。
今
年
４
月
に
始
ま
っ

た
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

で
は
有
用
金
属
の
回
収
を
目

的
と
し
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
制
度
が
定
着
す
る
た
め
の

支
援
や
普
及
啓
発
を
行
う
方

針
だ
。

　
ま
た
、
３
Ｒ
を
推
進
す
る

上
で
、
国
際
的
な
協
力
関
係

の
構
築
も
重
要
に
な
る
。
特

に
ア
ジ
ア
は
経
済
成
長
に
伴

い
ゴ
ミ
の
増
加
が
深
刻
化
。

日
本
の
政
府
や
自
治
体
、
企

業
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
当
該
国
の
問
題
解

決
に
貢
献
で
き
る
ほ
か
ビ
ジ

ネ
ス
拡
大
に
も
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
日
本
が
主
導

し
て
い
る
「
ア
ジ
ア
３
Ｒ
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
の
国

際
的
な
枠
組
み
を
活
用
し
な

が
ら
、
官
民
連
携
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。


